
東地域まちづくり協議会だより 

あいさつ特集号 
東地域まちづくり協議会　会長　大嶋　　充

盛夏の候　東地域の皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

日頃、本会の活動に格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、此美乃注小学校校区では、今年度も「あいさつ運動」に取り組んでおります。

比美乃江小学校では、早速「あいさつ標語」を制作し、この程谷内口校長先生から届け

られました。どの作品も心が温かくなり、思わずあいさつをしたくなるような傑作ばか

りです。

まちづくり協議会としては、学校を中心にオール東・地域ぐるみで子どもたちと共に

あいさつ運動の一層の推進を図るため、東地域の皆様のご支援を賜りたく存じます。

本号では「部の作品ではありますがご紹介させていただきます。何卒ご理解の上、今

後ともあいさつ運動にご協力くださいますようお願い申し上げます。
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あいさつで東地域の人々の絆をより強く!

ぁいさつで氷見(東地域)を訪れる人々によい印象を!

に(じぶんから)

開づけよう

聞かるく!
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